
 

看護未来塾第 23 回勉強会 実施報告 

テーマ：本音で語ろう臨床実習のあり方～果たそう社会との約束～  

開催日時：2026 年 3 月 15 日（日）１３：００－１７：００ 

開催方法：Zoom によるオンライン開催 

開催趣旨：看護基礎教育における臨床実習の意義は申すまでもありませんが、近年、教育内容の変化や医

療現場の逼迫により、学生が「実践」を通して学ぶ機会が制限される傾向にあります。その結果、基礎的な看護

技術が身につかぬまま就職して戸惑う新人の姿も珍しくありません。臨床看護の本質は、患者との関係性の構

築と看護学に根ざした看護技術を基盤にしています。また、臨床における看護水準は、看護の社会的有用性を

示す指標でもあることから、基礎的な看護技術を習得した看護師を社会に送り出すことは、看護教育と臨床が

果たすべき社会との約束であり、その責任を改めて見つめ直す必要があります。今回の勉強会は、基礎教育と

臨床が協働して、学生たちが学内で学んだ基礎技術を、目の前の患者さんに実践できるための身体知を育む

方策等について考えます。 

プログラム： 

13:00-13:05 開始宣言   総合司会・企画メンバー 茂野かおる 

13:05-13:20 看護未来塾勉強会開催挨拶 代表：南裕子  

13:20-13:25 企画意図説明 企画メンバー：山本大祐 

13:25-14:25 

  

話題提供 

第一部 話題提供 『臨床指導の基礎となる技術論』 

健和会臨床看護学研究所 所長 川嶋みどり先生 

14:25-14:30 休憩 

14:30-15:30 第二部 話題提供 『臨床・教育それぞれの立場から』 

変化する医療 臨地実習は何を変え、何を守るのか 

手稲渓仁会病院  田中いずみ先生 

看護ができる人を育てる実習とは？ 

中部国際医療学院 糸賀暢子先生 

いまこそ、臨地実習を実践の場に！ 

四條畷学園大学 梅川奈々先生 

15:30-15:40 休憩 

15:40-16:10 第三部 対談 

16:10-16:50 質疑応答 

16:50－17:00 アンケートのお願い、閉会 



 

内容（まとめ）：  

第一部 

川嶋みどり先生は看護における「技術」の本質を問い直し、臨床実習における技能訓練の重要性と指導のあり方につい

て述べた。 

看護技術の本質と「技術論」の必要性について説明された。武谷三男先生の説を引用し、看護技術とは「看護実践に

おける客観的法則性の意識的適用」であると定義した。看護の高等教育化が進む一方で、現場の実践との溝が深まって

いる現状があり、その葛藤を和らげ対象の QOL に貢献するために「技術論」へのアプローチが必要であると説明した。また、

看護技術（Nursing Arts）の底流には「人を気遣う心」があり、ケアリングを具体化したものであると述べている。 

「技術」と「技能」の区別と関係については、技術は言語化が可能で、知識として社会的に共有・教育できる「行為を可

能にする原理」とし、技能は経験や反復訓練によって身体で覚える個人的な「わざ」であり、非言語的で伝達が困難な側

面を持つとした。高度な技術には高度な技能が求められ、個人的な技能を言語化して客観的な技術へと高めていくプロセ

スが重要であると説明した。 

また、臨床指導と実習の意義については、ロールモデルの重要性について指摘し、指導者自身が優れた「わざ」を実践し

て見せることが、学生の技術習得への強い動機付けになること、自身の経験として高橋シュン先生との出会いについても述

べた。実習の役割とは、教室で学んだ「技術（原理）」を、反復訓練を通じて「技能（身体知）」に変える場が臨地実習

であるとも述べている。さらに、経験を重ねて身体が覚えた「こんな感じ」という感覚を言語化し、看護界で共有可能な「技

術」として（技能の技術化）としていくことが、看護の価値を社会に認めてもらう（看護報酬制度への反映など）ためにも

必須であると説いた。 

看護技術の本質は「人間の生きる営みを支援すること」にあり、医学の進歩による人間疎外に注視しつつ、人間のいのち

の重みという不変の立場を守るべきであるとしている。教育と臨床が連携し、確かな看護技術を提供できる人材を育成す

ることが社会への約束であると結んでいる。 

 

第二部 

第二部の臨床と教育のそれぞれの立場からの話題提供として 3 名の発表があった。 

田中いずみ先生からは高度化・効率化が進む現代医療の現場において、看護や臨地実習が「何を変え、何を守るべき

か」という問いを軸に、同院の取り組みや課題が示された。医療現場の変化と看護の課題として、現場のひずみ、DX・AI の

影響を指摘した。現場のひずみとは DPC データの活用による在院日数の短縮やベッド稼働率の向上により、一人の患者

を継続的に担当することが難しくなり、患者と看護師の関係が希薄化していること、DX・AI の影響とは、業務の効率化や

安全性に寄与する一方、情報がなければ動けないといった看護師の判断力の低下を懸念している。 

そのような現場での取り組みとして、地域療養支援と「まず患者を見る」姿勢について紹介された。地域医療支援とは単

なる「退院支援」ではなく、入院前から退院後まで多職種チームでその人らしい生活を支援する「地域療養支援」への転換

を目指している。また、「まず患者を見る」姿勢とは、情報収集よりもまず患者の元へ行くことや、患者の「小さな願い」を叶

えるといった、患者に深い関心を寄せるといった看護の本質を大切にしていることが紹介された。 

そのような現場での、臨地実習と指導者育成のあり方としては、臨床判断モデルに基づいた教育プログラムにより自律し

て学習を支援できる「エデュケーションナース」の育成に注力していることが紹介された。 

さらに実習への提案として次の 3 点を挙げた。 



 

・ナースを体験して学ぶ: 従来の受け持ち制にこだわらず、モデルナースの思考発話を聞きながらシャドウイングや見学を行

う実習形態 。 

・対象者の生活を知る: 外来・病棟・治療室・在宅を横断的に行き来し、患者のジャーニー（経過）を知る実習 。 

・臨床の場の開放: 看護技術を「未熟だからさせない」のではなく、トレーニングの場として臨床を開放し、技術習得を支

援する 。 

 

看護技術の本質として、効率性よりも人間性を重視し、患者一人ひとりの「小さな願い」に寄り添うケアの心を具現化す

ることの重要性が説明された。臨床と教育が協奏し、確かな技術を提供できる体制づくりを目指していることが述べられ

た。 

 

糸賀暢子先生は、「看護の本質」に立ち返り、現在の臨地実習が抱える課題と、学生が真に看護の喜びを実感できる

教育のあり方について述べた。 

まず、実習は「病人のため」にある。実習のゴールは「記録を書くこと」や「単位を取ること」ではなく、患者の安楽や回復に

寄与することであるべきだと述べた。ナイチンゲールの言葉を引用し、ベッドサイドで学ぶことを強調している。 

また看護の本質を理解する実習であることの重要性について述べられた。疾患の知識だけでなく、患者がどのような人生

を歩み、どのように生きているか、「生活者」として理解すること、そのためにも共に過ごす時間の重要性を述べられた。また、

患者の言葉にならない苦しみやニーズを、身体感覚を研ぎ澄ませて「感じ取る」ことが、適切な判断とケアの第一歩であると

している。 

看護の喜びと職業意識に結びつくような実習のあり方についても述べられた。患者の回復を目の当たりにし、自分が行っ

たケアが役に立ったと実感できる経験が、学生の「看護師になりたい」という職業レディネスを高めることについて説明され

た。また、看護は一方的な奉仕ではなく、患者と看護師の「相互依存の関係」から善が生まれる営みであると述べられた。 

さらに学校と臨床の連携について、学校と病院・施設は、未来の看護師を共に育てる「車の両輪」であり、お互いを信頼

し合う共同体であるべきだと述べた。効率化やタスクに追われる現代の医療現場において、学生が「看護師ってやっぱりすご

い」「看護は楽しい」と思えるような、人間的な触れ合いと実践を重視した実習の必要性について述べた。 

 

梅川奈々先生は、現在の看護実習が抱える課題を指摘し、学生の成長を促すための実習のあり方について述べられ

た。  

まずは臨地実習の現状について、大学教育が「技術中心」から「思考力・判断力重視」へ、また「暗記型」から「アカデミッ

クスキル重視」へと教育内容が変化していること、実践時間の不足について指摘した。実習において、学生が実際に看護を

実践している時間がどれほど確保されているか、また看護技術を十分に習得できているのかという疑問を投げかけた。そして

それらの実践を阻んでいる要因として、「安全」性の重視が挙げられた。患者や学生を守るために「まずは見学」や「手順書

の作成」が優先され、また万が一何かあればインシデントレポートを作成しなければいけない、ということが、実習において実

際の援助（清潔・排泄援助、移乗・移送、コミュニケーションなど）の実践を阻む要因となっているとした。 

そのような状況で、学生の成長と実習のあり方については、臨地実習を看護を単に「見る場」ではなく、積極的に「実践

する場」にする必要があると主張した。さらに、学生は守られすぎると成長せず、挑戦することが彼らを奮起させると述べてい

る。 



 

指導側が恐れずに学生の力を信じ、教員と指導者が協同して学生の実践に責任を持つことが最も重要であると提案し

ている。学生時代に十分な実践を積み重ねることで、新人教育に費やす時間や労力を削減でき、看護実践能力の向上

や患者の明るい未来につながるとして、実習のあり方の見直しを強く主張した。 

 

第三部 

対談では臨床実習における教育方法について意見交換が行われた。 

田中先生は、シャドーイングの重要性と、技術実践における時間管理の必要性を強調した。梅川先生は、学生が現代

の便利すぎる生活環境から、学生自身が温度設定などの基本的な技能を失っているため、体験学習の重要性を指摘し

た。糸賀先生は、実習が患者の一日の療養生活の中で行われることの重要性を述べ、五感を使用した患者評価の重要

性を強調した。 

川嶋先生は、臨床実習の価値と、現場の条件下での質の高い看護実践の実現について述べた。 

続けて、臨床実習における看護学生の教育と実践力について意見交換、質疑応答が行われた。 

川嶋先生は、実習先での環境整備や看護技術の実践について話し、臨床現場と教育機関の連携の重要性を強調し

た。意見交換では、看護師の不足や補助者によるケア移行についても意見が出され、学生が実際の現場で看護師の役割

を学ぶことの重要性を確認した。また、教員の実践力とロールモデルとしての存在の重要性についても言及された。 

さらに看護学生の実習における「診療の補助」と「療養上の世話」の役割についても議論された。看護師が実習指導を担

当すべきだと提案があった。また、法律上の定義に基づいて両方の業務を区別する必要があると指摘もあった。川嶋先生

からは、看護師の役割を「診療の補助」という単語だけで説明するのではなく、患者さんの主体的なケア支援として位置づ

けるべきだと述べられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

アンケート結果： 

参加者 112 名 アンケート 57 件 回収率 51.0% 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 


